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古賀章彦 (教授), 川本芳 (准教授), 田中洋之 (助
教), 川本咲江 (技能補佐員), 市野進一郎 (教務補











域の解析を推進し, 以下のことを明らかにした. (1) 
長さの総計がゲノムの 0.1% に相当するほどの大き
な構造物である. (2) ブロック１か所あたりの平均の


























分化を調査する手法を確立するため, 糞抽出 DNA を
利用して核内のマイクロサテライト DNA 多型を分析


















川本芳, 川本咲江, 濱田穣（進化形態分野）, 大井徹
（森林総合研究所） , 千々岩哲（ (株 )ラーゴ） , 
Mohammed Mostafa Feeroz, Hasan Md. Kamrul 
(Jahangirnagar 大学), MA Haffman（社会進化分野）, 
Charmalie AD Nahallage (SriJayawardenepura 大学 ), 
Mukesh Chalise（Tribhuvan 大学） 
９月の第 23 回国際霊長類学会に参加した海外研究
者を犬山に招き, 熱帯原産国での遺伝学調査法を共













川本芳, 樋口翔子, 古市剛史, 竹元博幸, 坂巻哲也
（社会進化分野）, 橋本千絵 (生態保全分野) 
２０１０年度から環境省プロジェクトでボノボ野
生個体群を対象とする研究を開始した. 糞試料を用






















センター）, 川本咲江, 川本芳 
 霊長類研究所で維持されているニホンザルおよび
アカゲザルの繁殖コロニーについて, 現在の遺伝的





川本芳, 稲村哲也, Kishor Chandra Khanal （愛知県




























DNA 分析を行った. また, 厩猿信仰を紹介する放送
番組に取材協力し, 放送と併せて内容を出版した. ま
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標本のデータベースを作成し, 計 27 地点の標本を整
理した． 
 
A-7) 朝鮮半島のマカク化石の検討 
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半島の更新世の遺跡から発見されているマカク化石
の検討を行った. 
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